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２
０
２
３
年
１
月
１
７
日
火
曜
日
に
、

井
原
市
出
部
公
民
館
で
標
記
の
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
の
参
加
者
は
、
鳥
越
さ
ん
、
三

好
さ
ん
、
石
井
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
犬

飼
さ
ん
、
笠
原
さ
ん
と
私
の
７
人
で
し

た
。 

 

最
初
の
議
題
と
し
て
、
日
中
国
交
回

復
50
周
年
記
念
講
演
会
を
振
り
返
っ

て
各
自
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

・
海
外
か
ら
のZ

o
o
m

で
講
演
を
聞

け
る
と
い
う
の
は
初
め
て
の
体
験
で
し

た
。 ・太

極
拳
の
表
演
が
よ
か
っ
た
。
音
楽

が
付
い
て
い
て
あ
れ
だ
け
の
表
演
が
で

き
た
と
思
う
。 

・
鳥
越
さ
ん
が
頑
張
っ
た
。
こ
の
井
原

で
61
人
も
の
参
加
者
を
集
め
る
の
は

大
変
な
こ
と
だ
。
内
山
さ
ん
の
名
前
も

忘
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

・
マ
ス
コ
ミ
の
中
国
へ
の
対
応
に
も
問

題
が
あ
る
が
、
大
西
さ
ん
の
話
し
も
そ

の
反
対
か
ら
の
話
し
で
、
ど
う
な
の
か

と
思
う
。 

・
参
加
者
か
ら
の
声
で
、
話
が
中
国

の
肩
を
持
ち
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
た
。 

・
新
疆
公
安
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
話

し
て
ほ
し
か
っ
た
。
２
０
５
０
年
ま
で
に

は
中
国
が
世
界
N

O
１
の
経
済
力
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
台
湾
も
中
国
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。 

・
太
極
拳
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
私

も
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
。 

次
に
井
笠
支
部
準
備
会
への
参
加
呼

び
か
け
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
記
念
講
演
の
参
加
者
名
簿
を
見
な

が
ら
、
ど
の
か
た
に
声
を
か
け
て
い
け

る
か
な
ど
、
話
し
合
い
ま
し
た
。 

次
回
を
３
月
７
日
（
火
）
の
１
４
時
か

ら
、
出
部
公
民
館
で
行
う
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。 

 

２
０
２
３
年
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売 

 

岡
山
支
部
の
１
２
０
部
は
完
売
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

前
年
度
の
２
０
０
部
か
ら
大
幅
に
減

ら
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
大
き
な

成
果
と
は
言
い
に
く
い
の
で
す
が
、
と

り
あ
え
ず
目
標
は
達
成
し
ま
し
た
。 

 

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
小
林
さ
ん
の

販
売
部
数
が
多
く
て
、
そ
れ
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
多
分

お
手
元
に
カ
レ
ン
ダ
ー
が
届
い
て
い
な
い

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
届
け
る
た

め
に
、
宣
伝
も
い
た
し
ま
す
が
、
皆
様

の
ほ
う
か
ら
も
、
ぜ
ひ
理
事
た
ち
に
お

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
、
大
変
う
れ

し
い
で
す
。 

 
今
年
の
１
０
月
ご
ろ
か
ら
２
０
２
４
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

中
国
百
科
検
定 

結
果
届
く
！
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
川
涼
子 

昨
年
の
１
２
月
３
日
に
受
け
た
中
国
百

科
検
定
の
結
果
が
届
き
ま
し
た
！
！ 

 

私
は
特
級
の
政
治
経
済
を
受
験
し
て

い
ま
し
た
。
自
己
採
点
で
は
、
完
全
な

間
違
い
７
問
、
採
点
者
次
第
２
問
、
確

実
に
正
解
３
１
問
だ
っ
た
た
め
、
結
果

が
届
く
ま
で
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
し
た
。 

 

は
い
！ 

今
回
の
採
点
者
は
優
し
い

人
で
し
た
！ 

合
格
で
す
！ 

 

こ
れ
で
、
特
級
全
部
合
格
で
き
た
は

ず
・
・
・
！ 

歴
史
の
認
定
証
が
み
つ
か

ら
な
い
け
ど
・
・
・
。
受
か
っ
た
記
憶
と
、

認
定
証
捨
て
た
記
憶
が
あ
る
し
・・
・！ 

 

と
こ
ろ
で
、
今
回
か
ら
認
定
証
が
新

し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単

に
言
う
と
「か
わ
い
く
な
く
な
っ
た
」。 

 

ん
～
、
か
わ
い
い
の
で
そ
ろ
え
た
か
っ

た
な
！ 

歴
史
の
認
定
証
な
い
け
ど
！ 

 

が
、
そ
の
中
身
が
少
し
わ
か
っ
た
気
が
す
る
。 

海
原
純
子
氏
の
『
新
・
心
の
サ
プ
リ
』
と
い
う
毎
日

新
聞
の
コ
ラ
ム
で
、
２
月
１
２
日
に
「
学
び
な
お
し
っ
て

何
？
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
文
章
が
載
っ
て
い
た
。 

「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
を
「学
び
直
し
」と
す
る
の
は
、
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
違
う
と
言
わ
れ
「
職
業
能
力
の
再
開
発
・

再
教
育
」を
さ
し
て
い
て
、
多
く
の
場
合
は
最
近
の
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
従
業
員
が
技
術
を
習
得
す
る
場
合
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
そ
の
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
は

戦
略
的
に
従
業
員
が
就
業
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

大
半
と
さ
れ
て
い
る
。
と
書
か
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
、
そ
う
い
う
こ
と
か
と
納
得
し
た
の
は
、
数

日
前
のN

H
K

の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
の
「リ
ス
キ
リ

ン
グ
」を
紹
介
す
る
映
像
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
の
国

か
忘
れ
た
が
、
中
年
以
上
の
男
性
た
ち
が
、
工
場
で

機
械
に
指
令
を
送
る
パ
ソ
コ
ン
入
力
の
や
り
方
を
学

習
し
て
い
た
。
そ
れ
は
職
場
で
の
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
で

あ
り
、
個
人
が
自
己
責
任
で
学
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ

た
。 そ

れ
に
対
し
て
、
日
本
の
「リ
ス
キ
リ
ン
グ
」の
紹
介

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が

一
念
発
起
し
て
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
れ
る
よ

う
AI
を
勉
強
し
て
、
転
職
し
た
事
例
が
あ
げ
ら
れ
て

い
た
。
時
給
が
倍
に
上
が
っ
た
と
の
数
値
ま
で
示
し

て
。 今

の
日
本
の
現
状
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
、

暗
澹
と
し
て
し
ま
う
。
社
会
の
大
き
な
転
換
期
に
あ

る
現
代
で
、
20
年
後
50
年
後
100
年
後
の
社
会
の
あ

り
よ
う
を
語
る
こ
と
を
政
治
に
求
め
て
も
無
理
な
の

だ
ろ
う
か
。 

 

第
11
回
井
笠
支
部
準
備
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
田 

 

「リ
ス
キ
リ
ン
グ
」に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
田 

昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
言
葉
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」

に
つ
い
て
、
新
聞
記
事
を
紹
介
し
な
が
ら
、
書
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

話
題
に
な
っ
た
当
初
、”

育
休
中
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
で

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
は
ど
う
か”

と
い
う
岸
田
首
相

の
言
葉
に
は
、
多
く
の
批
判
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
議
論

の
内
容
に
つ
い
て
、
何
か
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
の
だ

针线包を作る会 

2月 19日（日） 

   14時～16時 

京山公民館美術工芸室 

参加費：500円 

    （材料費込み） 

日中友好協会岡山支部                        お   か   や   ま           日中友好新聞 第 25８２  付録 

 

 

 

http://rizhongyouhao.iinaa.net/


 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

２
月
２８
日
（火
）午
前
１０
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

河井 

竹内 

真田 

※前号からの続きです。  

軍拡の大前提＝「脅威」は本当に存在するのか 

                 ――いまメディアが真っ先に問うべきことは 

                        梅田 正己（日本ジャーナリスト会議会員） 

  「鉄の暴風」によって地形が変わるほどに破壊され、県民の４人に１人が命を奪われた沖縄戦を、戦争体験者がまだ多数生存

しているのに、この国の政府は沖縄を戦場に再び戦うための予行演習を続けているのである。 

 沖縄戦の歴史的事実を知る人たちは、そのおぞましい光景を、息をのんで見つめている。 

 

 ◆コモンセンス（常識）で判断しよう 

 以上、市民的なコモンセンス（常識）を判断基準として、日本が直面しているとされる「脅威」の実態を検証してきた。 

 私は軍事や国際政治の専門家ではない一ジャーナリスト（書籍編集者）にすぎないが、考えてみればあまりに非常識なことが多

すぎる。 

 たとえば今回の軍拡の柱とされている「敵基地攻撃能力」である。政府はこれを「反撃能力」とあいまいに一般化しているが、長射

程ミサイル（トマホークは１５００キロ先まで狙える）を使って相手国を攻撃することに変わりはない。 

 では、いつ、どんなときにミサイルを発射するのか。相手国が日本に対する攻撃に「着手」したときだという。しかし、その「着手」の

瞬間をどうやってキャッチするのか。それは誰にもわかりません、とおっしゃる。 

 そんなあいまいさを残したまま、トマホーク５００発（？）を購入するというのである。 

 それでもまあ「着手」の瞬間をキャッチできたと仮定しよう。ではその「反撃」によって、相手国の戦意を打ち砕き、停戦に持ち込め

るだろうか。 

 もちろんそれはあり得ない。仮にその「敵基地」を粉砕できたとしても、相手国の「基地」は当然何か所にもわたって配置されてい

る。日本国の「反撃」は逆に「先制攻撃」だとされ、相手国の戦意を誘発して激しい攻撃を招くことになるだろう。 

  では、相手国から先に攻撃されたときはどうか。「反撃能力」を持つ自衛隊は、その「能力」を発揮することになる。つまり、相手

国の基地をはじめ都市や発電所などのインフラにミサイルを撃ち込むことになる。いま現在、プーチンのロシア軍がウクライナに対

して行なっているように！ 

 いずれにしろ、「敵基地攻撃能力」（反撃能力）の行使は、日本を相手国との全面戦争に引き込むことにほかならない。その危険

をあえて冒すために、岸田内閣は大軍拡に踏み込もうとしているのである。 

 いや、「敵基地攻撃能力」は実際にそれを実行するために持つのではない、もしも攻撃してきたら痛い目にあうぞと威嚇して、相

手国の攻撃を「抑止」するために軍備を強化するのだ、という意見もある。「核抑止論」にも共通する「軍拡抑止論」である。 

 しかし攻撃力（軍事力）というものは、あくまで相対的なものである。一方が軍備を強化すれば、対抗する側もそれに負けまいと軍

備を増強する。かつて日本の敗戦で終わった第二次世界大戦の前段がそうだったし、現在の米国と中国との関係がそうである。 

 つまり軍拡には終わりがない。５年間で４３兆円の軍事費を注ぎ込んだところで、それで安心ということにはならない。時がたて

ば、次は６０兆円、８０兆円ということになる。「軍拡抑止論」のジレンマである。 

 先日（１２月１７、１８日）行なわれた朝日新聞の全国世論調査では、敵基地攻撃能力の保有について、男性は「賛成」が６６％で

「反対」が２９％、女性は「賛成」「反対」がともに４７％だったという。 

 年代別にみると、１８～２９歳の若い層が最も高く、７０歳以上が最も低かったという。 

 「敵基地攻撃能力」なるもののいい加減さとあいまいさ、そこに内在する致命的な危険性については先に見た。 

 にもかかわらず、これほど高い賛成率だったというのは、その実体がよく知られていないことを示しているとしか思われない。 

 ということは、マスメディアが、その実体を深く解明し、伝えていないからに違いない。つまり、マスメディアの社会的役割の放棄で

ある。 

 

 国民世論は、正しい知識とまともな情勢認識によって形成されなければならない。そのための「知る権利」に奉仕するのがマスメ

ディアの役目である。 

 いま私は、マスメディアに、何をおいても近隣諸国「脅威論」のデマゴギーを検証してほしいと思う。           （２０２２年１

２月２０日、記） 

 

 ということは、マスメディアが、その実体を深く解明し、伝えていないからに違いない。つまり、マスメ

ディアの社会的役割の放棄である。 

 国民世論は、正しい知識とまともな情勢認識によって形成されなければならない。そのための「知

る権利」に奉仕するのがマスメディアの役目である。 

 いま私は、マスメディアに、何をおいても近隣諸国「脅威論」のデマゴギーを検証してほしいと思

う。           

 （２０２２年１２月２０日、記） 

 


